
年 月 日

４．地域社会との共生

●目標

　基地操業に係る業務の委託者であるJOGMECの統合的管理のもとで、安全防災、環境保全を第一とし、緊急事態に備
えて原油払い出しを確実に実行する体制を維持しつつ、より効率的な基地運営を目指す。
　２０２７年度までの操業委託契約期間中の具体的目標を以下のとおり掲げるとともに、２０２８年度以降の操業業務受託
に向けて着実に実績を積み上げていく。

３．組織の活性化及び少数精鋭

　法人の設立目的

　弊社は１９７９年１２月２０日に国家石油備蓄事業を行なう第一号会社として設立され、以後、基地の建設及びオイルイ
ンを経て順調に操業してきた。
　２００４年２月には国家石油備蓄事業は国の直轄事業に体制移行し、現在は独立行政法人 エネルギー・金属鉱物資源
機構（以下「JＯＧＭＥＣ」）の統合的管理のもとで、むつ小川原国家石油備蓄基地の操業に係る管理運営を受託する操
業サービス会社となり、現在に至る。
　国家石油備蓄基地の操業業務の公益性・重要性については設立時から現在に至るまで変わりなく、引き続き安定操業
に努めていく。

　法人の経営目標

　弊社は、操業開始以来一貫して「安全防災及び環境保全を第一とし、緊急事態に備えて万全の原油払出体制を維持し
つつ、確実かつ効率的な操業を少数精鋭で実施するとともに、あわせて地域との共生を図る」ことを基本方針としており、
この経営目標を継続する。

　中期経営計画における基本方針と目標

●基本方針

　上記経営目標を達成するため、中期的に取り組むべき課題等を整理し、適切な経営方針を策定する。

　【弊社基本方針４本柱】

１．安全防災、環境保全を第一とする運営

２．確実かつ効率的な業務遂行
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　①安全防災、環境保全を第一とする運営　

：

％ ％ ％ ％ ％

　②確実かつ効率的な業務遂行　

：

％ ％ ％ ％ ％

●年度の達成状況に係る法人自己分析・改善点 ●年度の達成状況に係る所管課分析・改善点

進捗率 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

実績値

目標値 4 4 4 4 4

【指標（目標値）】 年度実施計画にもとづく業務の確実な遂行（上記４件の実施）
弊社の基本方針4本柱のうち「確実かつ効率的な業務の遂行」に基づき設定した。

　 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度(最終年度)

●年度の達成状況に係る法人自己分析・改善点 ●年度の達成状況に係る所管課分析・改善点

【取組内容など】
１．緊急放出体制の維持
　　　 ２０２０～２０２３年度の原油荷役を通じて得られた教訓や改善点を反映させた規程や手順、および経験やノウハウを反
　　映させた教育訓練によって運転員や協力会社員のスキルレベルを維持、向上させ、世代交代が進む中においても本来業
　　務である緊急放出を確実に実行する体制を維持する。

２．設備信頼性の維持・向上
　　　 設備トラブルの再発防止策として取り組んできた、検査プログラムの整備や網羅性及び設備の劣化管理精度の向上策
　　等を確実に実行することで設備信頼性の維持・向上を図る。また、これらの実施状況と効果を社内で定期的に評価するサ
　　イクルを回すことを継続し、更なる改善に繋げていく。

３．内部統制の定着と有効活用による業務品質の向上・効率化
　　　 当社独自の操業管理システム、内部統制を効果的に活用し、業務品質の向上に繋げていく。

４．業務委託契約技術提案実現への取組み
　　　 操業受託契約に関する経費の管理強化や工事契約形態見直し等による保全費削減、新規技術の導入による業務の高
　　度化・効率化推進等、技術提案の確実な達成を目指す。

進捗率 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

実績値

目標値 0 0 0 0 0

　弊社の基本方針４本柱のうち「安全防災、環境保全を第一とする運営」に基づき設定した。

　 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度(最終年度)

法人名 むつ小川原石油備蓄株式会社

　目標達成に向けた具体的な取組と取組指標

【取組内容など】
１．従業員をはじめとする関係者の休業・不休業災害ゼロを目標として、安全推進活動を継続する。
２．弊社社員、協力会社が一体となり、すべての行動において企業活動の基盤となる安全の確保に取り組み、リスクアセスメ
    ントやＫＹ等のツールをフル活用することで未然にリスクを抽出し対策を行い、無事故・無公害・無災害の達成を目標として
    安全推進活動を継続する。
３．地元公設機関との合同防災訓練（陸上、海上）や組織演習及び、地震、津波、原子力等の災害に対応した各種防災訓練
    を反復実施する。
４．低炭素社会・循環型社会への対応として、グリーンエネルギーやグリーン物品等の調達を検討・実行する。

【指標（目標値）】 無事故、無公害、無災害操業の継続（事故、公害、災害件数０件）



　③組織の活性化及び少数精鋭

：

％ ％ ％ ％ ％

　④地域社会との共生

：

％ ％ ％ ％ ％

●年度の達成状況に係る法人自己分析・改善点 ●年度の達成状況に係る所管課分析・改善点

進捗率 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

実績値

目標値 3 3 3 3 3

【指標（目標値）】 地域社会への貢献及び地元官公庁等との連携強化（六ヶ所村主催イベントおよびボラン
ティア活動参加件数：３件）

　弊社の基本方針４本柱のうち「地域社会との共生」に基づき設定した。

　 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度(最終年度)

●年度の達成状況に係る法人自己分析・改善点 ●年度の達成状況に係る所管課分析・改善点

【取組内容など】
　官公庁との信頼関係および地場産業との良好な関係を維持継続しつつ更に連携を強化し、各種貢献を通じて地域社会との
共生を図る。

進捗率 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

実績値

目標値 2 2 2 2 2

【指標（目標値）】 少数精鋭体制の維持を目標に令和４年度に制定した教育訓練規程に基づく個人育成計画の定着及
び推進（上記２件の実施）

弊社の基本方針４本柱のうち「組織の活性化及び少数精鋭」に基づき設定した。

　 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度(最終年度)

【取組内容など】
１．新卒社員の導入教育をはじめとして、人材育成のために予定した教育プログラムを計画どおりに実施していく。
２．少数精鋭の体制を維持すべく優秀な人材の確保と熟練技能の維持・継承のため、再雇用制度を活用していく。
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（単位：人　/　上段：計画、下段：実績）

●年度の実績に係る法人自己分析・改善点

108
0

　　　　合計（①～⑤）
0

108 108
0

108
0

108
0

　
ＪＯＧＭＥＣとの契約のもと、基地運営業務に必要な最低限の人員を１０８名とし、少数精鋭の体制としている。

●年度の実績に係る所管課分析・改善点

計画の基本的考え方

5

98 98 98 98 98

5 5 5 5

　定数管理（役・職員数）

項　　　目

常
勤
役
員

県派遣職員

県職員OB

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

小計①

プロパー職員
3 3 3

民間からの役員

非
常
勤
役
員

県・市町村関係

民間からの役員

小計②

民間からの職員

プロパー職員

常
勤
職
員

県派遣職員

県職員OB

2 2 2 2

小計③
2

　　　　臨時職員⑤
0 0 0 0 0

小計④

非
常
勤
職
員

県職員OB

その他の職員

3 3

3 3 3 3 3

2

103 103 103 103 103

2 2 2 2

法人名 むつ小川原石油備蓄株式会社
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※株式会社、特別法法人用 （単位：千円 / 上段：計画、下段：実績）

法人名 むつ小川原石油備蓄株式会社

　経営状況（収支計画）

項　　　　　目 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

1,218 1,218 1,2181,218 1,218

10,934,000 6,878,000 6,996,0006,748,715 8,671,000

0
6,749,933 8,672,218 10,935,218 6,879,218 6,997,218

986,061 986,061976,329 978,748

949,000

4,096,000 3,716,000

602,939 602,939

81,218 81,218
0 0 0 0 0

81,218 81,218

6,916,000
0 0 0 0 0

6,668,715 8,591,000 10,854,000

受託作業収入

営業外収益

861,975 933,000 937,000

0 0 0

1,860,000

649,936 603,671 608,252

3,632,214 4,424,000 6,470,000

975,847

税引後当期利益

81,218

計

人件費

修繕保全費

委託業務費

その他

改良・更新工事等費用
1,654,000

計

548,743

6,798,000

949,000

0

収
入

29,981 29,978

計画の基本的考え方

0
51,240

0

　２０２４年度から２０２７年度までの計画は、JOGMECとのむつ小川原国家石油備蓄基地操業に係る業務委託契約による、受託業務
の中期計画に基づき算定した。
　尚、２０２８年度からの基地操業に係る業務委託契約は一般競争入札により改めて決定される為、修繕保全費と改良・更新工事等
費用を除く部分については、基地操業業務の受託を前提として２０２７年度と同額で算定した。

支
出

税引前当期利益

法人税等
29,978

0
51,241 51,239 51,237

0 0
51,240

29,977 29,979

164,000 662,000



％ ％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％ ％

（単位：千円/上段：計画、下段：実績）

％ ％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％ ％

●年度の実績に係る法人自己分析・改善点 ●年度の実績に係る所管課分析・改善点

長期借入金償還計画

項　　　　　目 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

当該年度末借入残高
0 0 0 0

0

●年度の実績に係る法人自己分析・改善点 ●年度の実績に係る所管課分析・改善点

100100

100
計画との
乖離状況

税引前当期利益 100 100 100

100100

※計画達成率（計算式）　＝　実績値 ÷ 計画値 × 100

100税引後当期利益

0 0

0

※計画との乖離状況（計算式）　＝　|（計画値-実績値）| ÷ ｜計画値｜ × 100

計画達成率
（年度元金償還額） 0 0

当該年度元金償還額

0

（年度末借入残高） 0 0 0 0

0

　JOGMECとのむつ小川原国家石油備蓄操業に係る契約に基づき、各年度の事業における収入額及び支出額は、売上
原価（工事費等）の実績により精算しているため、借入金はありません。

0

当該年度借入額（新規）

0 0 0

計画の基本的考え方

前年度借入残高

100
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　株主として経営状況を確認していくとともに、事業の公共性・公益性を踏まえ、地
域社会との共生という観点から、必要な取組を求めていく。

　●●年度の実績に係る所管課意見等

　改善すべき点等

　収支計画等について

　今後の県としての
関与について

法人名 むつ小川原石油備蓄株式会社

　中期経営計画に対する所管課の意見

　所管課の方針

　経営目標達成のため、本計画に基づき、効率的かつ効果的な事業遂行に努める
とともに、地元雇用、地元調達等の地域貢献について引き続き取り組んでいただき
たい。

　本計画における具体的目標に応じた適切な取組が記載されており、計画的に実
施していただきたい。

　業務に必要な職員数を確実に確保していくとともに、世代交代等に伴い必要とな
る人材の育成を着実に進めていただきたい。

　良好な収支見通しとなっており、引き続き安定経営に努め、２０２８年度以降の業
務受託へ向けて着実に操業実績を積み重ねていただきたい。

　定数管理について

　目標設定について

　基本方針について


